
地域子育て支援センターの役割に関する一考察
―コロナ禍における子育てを通して―

鈴 木 順 子＊

A study of roles of local childcare support centers :
Through child-rearing under the COVID-19 pandemic

This study is to consider the centers’ roles for parents and children visiting the facilities for
child-rearing, when child-rearing support centers were closed in the N city area, and how
they feel using the centers after their re-opening. The above is the purpose of this study. As a
result, I have studied the roles of the local childcare support centers. The Centers are an im-
portant place that children can visit with their caregivers. They also offer people various ad-
vantageous services by directly tackling community problems.

Ⅰ．本研究の目的

昨今、新型コロナウイルス感染が心配される中
で、親と子どもはどのように過ごしているのであ
ろうか。今回、一つの事例として地域子育て支援
センターを検討した。地域子育て支援センターは、
子ども・子育て支援新制度の地域子ども・子育て
支援事業の中の一事業である地域子育て支援拠点
事業として実施されている。地域子育て支援拠点
事業とは乳幼児及びその保護者が相互の交流を行
う場を提供し、子育てについての相談、情報の提
供、助言その他の援助を行う事業である。地域の
実情に応じた子育て支援として実施されている。
コロナ禍における子育て支援の先行研究として
は、コロナ禍での外出が難しい状況において
I―PCITを用いての育児支援に注目した報告（川
崎ら、２０２１）１）や研究（古川、２０２１）２）もみられる。
また地域子育て支援センターにおいての職員の意
識調査を通してコロナ禍でのセンターの役割や運
営について考察している研究（小嶋ら、２０２１）３）も
ある。これらの報告や研究は個人との面談を対象
としたものや地域子育て支援センターの職員を対

象としている。
本研究では、日頃から親子で利用している地域
子育て支援センターに来所する母親を対象に質問
紙調査を行った。N市の地域子育て支援センター
は愛知県の緊急事態宣言に伴い、自粛のため、閉
館していた期間があった。この期間においての子
育ての実情や心情、母親が自粛期間後に地域子育
て支援センターを利用し、感じたことを通して、
来所する親子にとっての地域子育て支援センター
の役割を考察することを目的とする。

Ⅱ．研究方法

１．調査方法と対象者

（１）N市の概要とセンターの開所時間
愛知県N市は２０２０年１２月現在、人口は約９万人、

世帯数は約３万世帯である。N市の特徴としては、
総人口、世帯数共に増加傾向にある。０～１１歳の
年少人口や６歳未満の子どもがいる世帯に関して
も年々、増加している。合計特殊出生率は全国、
愛知県よりも高い数値を示している。駅近くには
多くのマンションが建立し、その中に愛知県N市
の地域子育て支援センター（以下、「センター」又
は「Nセンター」という）が立地している。市民
にも利用しやすい場所として活用されている。＊ 愛知東邦大学
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Nセンターは子育て支援拠点施設として、月曜
日から土曜日の９時～１６時３０分に開所している。
土曜日には普段、保育所や幼稚園に通園している
子どもが親と来所する姿もみられる。Nセンター
では、自由に遊ぶことができる広場の開放、子育
て相談等が開催されている。

（２）調査方法と対象者
Nセンターに来所した母親８３名に質問紙を配付

し、回収した。対象者の選定においては、日常生
活の中でセンター利用が多い母親を対象者とする
ことで、センターの役割がより明確に示されるで
あろうと考えた。センター職員からは来所者につ
いての聞き取りを行った。またセンターからは来
所者数に関するデータを頂いた（２０１９年６月～
２０２１年７月の来所者数）。表３、表４、表５はあ
らかじめ示した質問項目においての複数選択可の
形式で該当するものを尋ね、その回答を集計した
ものを用いて多い順に羅列した。自由記述を分析
した方法は同様なものをグループ化してまとめた
ものが表６、表７である。また表８のセンター職
員からの聞き取りは協力者の許可を得て、文章化
した。

２．調査期間

２０２０年１２月に４回調査を実施した。
①１２月１日（火） ②１２月９日（水）
③１２月１２日（土） ④１２月１９日（土）

３．調査内容

紙面による質問項目の内容は、①回答者の基本
的属性、②回答者とパートナーの育児・家事時間、
③育児の相談相手、④センターの来所回数、⑤セ
ンターの自粛期間中に子どもが過ごした場所及び
子どもの遊び相手、⑥自粛期間中の子どもに関す
る変化、⑦育児に関して困っていること、困った
こと、⑧自粛期間後のセンター利用を通して感じ
ることである。①から⑤はあらかじめ示した質問
項目の中から該当するものを尋ねた。⑥から⑧は

記述形式での回答を依頼した。またセンター職員
からの聞き取りを行った。

４．倫理的配慮

調査対象者には、研究の目的について口頭、及
び書面にて説明し、調査協力者の自由意思のもと
でご協力頂いた。また調査から得られたデータは
個人が特定されないよう無記名で統計処理を行う
こと、学会への発表、論文執筆等の研究目的以外
には使用しないこと、データの管理方法を伝えた
上で研究協力への承認を得た。

Ⅲ．調査結果

１．センターの来所者数

２０１９年６月から２０２１年７月のNセンターの来所
者数及び子どもの年齢別来所者数については表１、
２に示したとおりである。２０１９年度の３月は新型
コロナウイルスの感染が懸念され始めた時期であ
るため、来所者数は少ない。２０２０年４、５月閉館
後である２０２０年６月開所時の来所者の総数は少な
く、２０１９年６月や２０２１年６月の総数と比較しても
２０２０年６月の来所者数が低い数値であることがわ
かる（表１参照）。職員の話によると、開館後の
２０２０年６月当初は人が集まる場所に親が用心して
来所を控えていた様子がみられていたとのことで
あった。しかし、２０２０年７月には来所者数も増加
し、全体的には来所者の総数が毎月２０００人前後と
大きな変動がみられない状況は多数の人がセンタ
ーという場を必要としていることが考察できる。
また子どもの年齢別来所者数でみると、０、１
歳児の来所が多いことがわかる（表２参照）。

２．回答者に関する事項

（１）回答者の基本的属性
本研究の対象者の基本的属性は２０歳代が１７人、

３０歳代が５８人、４０歳代が８人であった。核家族世
帯は７９人、祖父母同居世帯は４人であった。子ど
もの年齢は０歳児が３５人、１歳児が３７人、２歳児
が１６人、３歳以上児が１９人であった。子どもの数
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は１人が５８人、２人が２５人であった。専業主婦が
最も多く４４人、育休が２９人、就労している母親は
１０人であった。

（２）回答者とパートナーの育児・家事時間
母親の育児時間は平日、休日共に、４時間以上
が９割、父親の育児時間は平日が１時間以内で約
５割と最も多く、休日は３時間以上が約７割と
なっている。休日の家事に関しては母親の約８割

が３時間以上、父親は１～３時間が９割となって
いる。

（３）育児の相談相手
日頃の母親の育児の相談相手は「パートナー」
が最も多い。次いで「友人・知人」、「祖父母」、
「Nセンター職員」の順に相談している結果がみ
られた（表３参照）。

（人）

年度 父親 母親 その他 子ども 総数

２０１９年６月 ４８ ９９２ ５０ １,２３２ ２,３２２

７月 ３８ ９００ ３９ １,１７１ ２,１４８

８月 ６０ ８４７ ７９ １,１３５ ２,１２１

９月 ５５ ９６２ ６４ １,２０４ ２,２８５

１０月 ５０ ８８７ ７８ １,１３６ ２,１５１

１１月 ４８ ９２６ ５８ １,１６８ ２,２００

１２月 ３７ ７４３ ４７ ９２９ １,７５６

１月 ４５ ８３０ ４７ １,０３９ １,９６１

２月 ５９ ７６７ ４９ ９８７ １,８６２

３月 ３４ ４１５ ３１ ５４７ １,０２７

２０２０年６月 ７７ ８９０ １１ １,０２１ １,９９９

７月 ９６ １,００１ ２９ １,２１２ ２,３３８

８月 １３６ ９３８ １８ １,１７４ ２,２６６

９月 １２７ １,１３６ ２７ １,３１２ ２,６０２

１０月 １２９ １,０８８ ２２ １,２５４ ２,４９３

１１月 ８６ ８７７ １５ １,０１６ １,９９４

１２月 ８３ ８２８ １９ ９９８ １,９２８

１月 １２３ ８７３ １３ １,０６５ ２,０７４

２月 ８５ ９８９ １５ １,１４１ ２,２３０

３月 ８６ １,０７１ ２２ １,２８６ ２,４６５

２０２１年４月 ９７ ９１６ ２１ １,１０８ ２,１４２

５月 ９２ ８４３ １２ １,００６ １,９５３

６月 ８４ １,０４２ ２８ １,２４７ ２,４０１

７月 ９３ ８２６ ２８ １,０４０ １,９８７

表１ センターの来所者数
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（人）

年度 ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 その他 総数

２０１９年６月 ３３０ ５５８ ２１１ ８１ １７ ３１ ４ １,２３２

７月 ３４０ ４５３ ２０８ １０３ ４４ １９ ４ １,１７１

８月 ２９９ ４３０ ２３４ ９３ ４４ ２９ ６ １,１３５

９月 ３１７ ４７３ ３０１ ７３ １８ １３ ９ １,２０４

１０月 ３２６ ３９０ ３０４ ７９ １２ １４ １１ １,１３６

１１月 ３５５ ４１７ ２４５ ９３ ２６ ２４ ８ １,１６８

１２月 ２９６ ３１６ ２０９ ６１ ２６ １３ ８ ９２９

１月 ３６０ ３５０ ２３４ ６２ １３ １１ ９ １,０３９

２月 ３１４ ３４６ ２１１ ７５ １２ １５ １４ ９８７

３月 １７７ １８５ １２２ ３６ １５ ４ ８ ５４７

２０２０年６月 ３４７ ３８８ ２３６ ２７ １２ ７ ４ １,０２１

７月 ３９８ ４７４ ２４５ ６０ ２１ ７ ７ １,２１２

８月 ４４０ ４０３ ２１５ ６０ ３３ １８ ５ １,１７４

９月 ４９２ ５０８ ２１８ ７６ １２ ４ ２ １,３１２

１０月 ５０１ ５１５ １２７ ９４ １１ ５ １ １,２５４

１１月 ３９０ ４３５ １２０ ５４ １２ ４ １ １,０１６

１２月 ３５６ ４４５ １０９ ６７ ８ １０ ３ ９９８

１月 ３４１ ４７４ １５６ ６３ １５ １０ ６ １,０６５

２月 ３６０ ５００ １６６ ９７ １３ ３ ２ １,１４１

３月 ４０２ ５７４ １６９ ９１ １８ ２３ ９ １,２８６

２０２１年４月 ３６７ ４３９ １８１ ８７ １３ １９ ２ １,１０８

５月 ２９３ ４６５ １８８ ３６ １５ ５ ４ １,００６

６月 ３３３ ６２５ ２３４ ４１ ９ ４ １ １,２４７

７月 ２１９ ５２５ １８６ ６３ ２７ １９ １ １,０４０

表２ センターにおける子どもの年齢別来所者数

（人：複数回答）

相談相手 人数

パートナー ７２

友人・知人 ６３

祖父母 ５４

Nセンター職員 １９

保健センター職員 ７

近所の人 ２

表３ 母親の相談相手

家庭教育研究27、２０２２

２６



（４）センターの来所回数
母親に「センターには何度目の来所か」につい
て質問したところ、「１度目」が３人、「２度目」
が４人、「３度目」が１人、「４度目」が３人、「５
度目以上」が７２人となっている。日頃から利用し
ている来所者であることがわかる。

３．センターの自粛期間中の育児に関する事項

（１）センターの自粛期間
Nセンターでの自粛期間は２０２０年４、５月で、

この期間、Nセンターは閉館され、６月１日から
開館された。再開後の感染予防として、センター
入室時に来所者の消毒と検温、マスク着用を促し
ている。また館内の換気や玩具の消毒も適宜実施
し、親子１組の滞在時間を１時間とし、開館して
いる。

（２）センターの自粛期間中に子どもが過ごした
場所

Nセンターが自粛期間中に子どもが過ごした場
所は、「自宅」が最も多い。次いで、「公園」、「祖
父母宅」となっている（表４参照）。

（３）センターの自粛期間中の子どもの遊び相手
センターの自粛期間中の子どもの遊び相手につ
いて質問をした。母親が最も多く、次いで父親、
祖父母となっている（表５参照）。

（４）自粛期間中の子どもに関する変化
「自粛期間中の子どもに関する変化」について
尋ねた。「お菓子を沢山、食べるようになり、太っ
た」「だらだらと過ごすことしかできず、運動不
足になった」「運動不足なのか、体力が余ってお
昼寝ができない」「人との関わりが減少、人見知
りが再発」「子どもが我儘になった」等の回答が
みられた。

（５）育児に関して困っていること、困ったこと
母親が育児に関して困っていること、困ったこ
とは何かを尋ねた。回答については、表６に示す
内容にまとめられた。

（６）自粛期間後のセンター利用による利点
―子どもと親の利点から―

自粛期間後のセンターの利用を通して、どのよ
うに感じているかについて尋ねた（表７参照）。
自粛期間後に子どもがセンターを利用したことに
対して親がよかったと感じることは、他の子ども
との交流で成長できること、いろいろな人と触れ
合う機会が増えることで様々な経験ができ、遊び
の幅が広がること、広い場所でのびのびと動き回
れること、家とは違う玩具で遊ぶことができるこ
と等が記されていた。
母親にとっての利点は、安心して遊ばせること
ができる場所であり、センターの保育士やママ友
と相談できる場、人との交流の場、親同士話がで
き、ストレス発散になる場、気分転換できる場等

（人：複数回答）

子どもの遊び相手 人数

母親 ８０

父親 ４７

祖父母 ３０

子どもの友だち １６

親戚の人 ３

表５ 自粛期間中の子どもの遊び相手

（人：複数回答）

過ごした場所 人数

自宅 ７７

公園 ３４

祖父母宅 ２１

子どもの友だちの家 ８

母親の友人・知人の家 ８

Nセンター以外の公共施設 ６

親類宅 ５

表４ 自粛期間中に子どもが過ごした場所
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の場所として活用できると記されている。また感
染を心配する母親の記述もみられた。

４．センター職員からの聞き取り

センターの自粛期間後に来所した親子の様子に
ついてセンター職員からの聞き取りをし、表８に
まとめた。

Ⅳ．考察

１．センターの役割

N市は０～１１歳の年少人口や６歳未満の子ども
のいる世帯が年々、増加傾向にあり、合計特殊出
生率が高い数値を示している。本研究ではNセン
ターに来所している親子にとってのセンターの役
割について考察した。
センターの来所者数に関しては閉館前後の来所
者に減少はみられたが、毎月２０００人前後と総数に
大きな変動がみられない状況はコロナ禍において
も多数の人がセンターという場を必要としている
ことが考察できた。

回答者の特徴としては、核家族世帯の専業主婦
家庭が多く、３０代の多くの母親がセンターに来所
をしていた。センターを５回以上利用している親
子が多い。子どもの年齢は０、１歳児が全体の約
８割であり、１人の子どもを育てている母親が多
いことから、初めて育児と関わるため育児に不慣
れなこと、また子どもと二人きりで一日を過ごす
ことから育児ストレスを溜めやすいのではないか
と考えられる。
センターの自粛期間中の育児については以下の
事があげられていた。センターの自粛期間中に子
どもと過ごした場所は「自宅」「祖父母宅」と安
心できる場所を選択して過ごしており、遊び相手
についても「母親」「父親」「祖父母」等、親族以
外の人と関わることが少ないことがわかった。ま
た祖父母宅で過ごしている親子がいる反面、「実
家（県外）に頼れなくなった」という回答もみら
れ、身近に子育てを援助する人が少なくなったこ
とがうかがえた。また育児に関しての困り事では、
子どもの運動不足に関すること、子どもが母親以

子どもの遊び環境に
関する問題

・外出先で思いきり、安心して遊ばせられない。
・１歳になり自由に動き回るようになったが子どもを連れていく場所が限られた。
・人が集まる場所に多く連れて行きたいが、感染リスクが高まること。

人と関われないこと
から発生する問題

・センターに行けないため、ママ友に会って話せず、また周りのママ友からの口コミ等の育
児情報が入手しにくかったこと。

・実家（県外）に頼れなくなった。
・知人に会えない。孤独感。
・孤立感。
・子どもが同世代の子どもと遊べないこと。
・子どもに親以外の人と関わる機会を与えたかったができなかったこと。
・子どもが母親以外の人との関わりをもつことができず、人見知りが酷くならないか心配。

毎日の子どもとの関
わり方の問題

・ずっと家にいる為、お菓子の量とテレビを見せる時間が増えた。
・家で毎日遊ぶことが同じであきてしまった。
・遊び方が分からなかった。

毎日の生活の中での
親の問題

・夫が仕事のため、家にこもりきりで、買い物も行きづらかった。
・夫がリモートワークのため、昼食の準備の負担等の家事時間の増加。

親のストレスの問題 ・子どもと家で過ごす時間が多く、イライラすることが増えた。
・元々、外出する事が好きだった為、家に閉じこもることは辛かった。
・子育ての不安でイライラしていた。
・外出、旅行に行けず、気分転換が難しい。

表６ 育児に関して困っていること、困ったこと（自由記述）
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外の人との関わりをもつことができず、人見知り
が酷くならないかの心配、同世代の子どもと遊ば
せたいが、その機会がない等の子どもの育ちに関
する回答や、安心して遊ばせることができる場所
が少なく、悩んでいる様子がみられた。安心して

子どもが遊ぶことができ、人との関わりをもつこ
とができる場を望んでいることがわかる。
また家の中で子どもとどのように遊び、過ごす
かという母親の悩みもみられる。母親の育児時間
が長いこと、自宅で子どもと過ごす時間が多いこ

子どもの利点 ・友達と接することが成長になっている。
・友だちや知らない大人と接する機会ができ、家とは違う楽しさを感じられている。
・同じ位の子どもと触れ合うことができて嬉しい。
・のびのびしている。動き回れるので良い。
・いろいろな子どもと関われる。
・友だちと過ごせるので、楽しそう。
・年上の友だちに刺激をもらえる。
・遊びの幅が広がる。
・暖かい場所で体を動かせるのは良い。
・いろいろな人と触れ合う機会が増えることで様々な経験ができ、遊びを学べている。
・家とは違うおもちゃで遊ぶことができ、一緒に遊べる子どもがいて楽しそう。
・自由に来られるし、沢山の刺激をもらえる。
・遊び場ができて喜んでいる。
・親以外との関わりはとても刺激になるようで、いろいろな感情が発達し、他の子どもが遊んでい
る様子をみて、やってみたいと感じたりしている様子。

・広い場所で遊べるので楽しそうでよかった。

母親の利点 遊び場の環境 ・安心して子どもを遊ばせられる場所。
・遊び場所が増えてよい。
・自分たち以外の大人の目があるので安心できる。
・人との交流の場
・広々と遊べる場所
・予約なしで利用できるのでとても助かっている。

人との関わり ・親同士で話ができ、ストレス発散になる。
・大人と話ができるので助かる。
・人と話せるので、ありがたい。

気分的なこと ・気分転換になる。
・広い場所で人と話すことで気分が明るくなる。
・子どもと２人での時間が多い分、センターを利用すると気分が楽である。
・ママたちや職員さんと話せたり、リフレッシュできる。
・居場所ができた。
・家にいると、私にべったりだが、センターでは自由に遊んでくれてよい。
・同じくらいの子をもつ母親と話せる同じ空間にいるだけで気が楽になる。
・子どもの成長が確認できる。
・センターは親子にとって必要な場所だと改めて思った。

相談できる場 ・相談できる先生や他の子の母親がいて有り難い。
・子どもの様子について相談できる。
・友人に会えるので相談できる。
・相談場所

母親の心配事 ・おもちゃをなめてしまうこともあり、これまで以上に気を遣う。
・感染症が心配。
・室内なので不安はあるが、消毒や利用時間を短縮するなどすれば来れると思う。

表７ 自粛期間後のセンター利用を通して（自由記述）
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とから、母親のストレスの問題、孤立感等、コロ
ナ禍においての母親の育児の大変さが考察できる。
さらには、夫の在宅勤務での家事の負担増や子ど
もとの居場所に困り、頻繁にセンターに来所して
いる親子の現状もみられ、様々な悩みを抱える母
親の様子がうかがえる。
自粛期間後のセンターの利用に関して回答者が
感じたことは、子どもが家とは違う玩具で遊ぶこ
とができ、広い場所で楽しそうに遊んでいる様子
や親自身も安心して子どもを遊ばせることができ
る場所であること、他の子どもや人との関わり、
また交流を通して様々な経験ができること等、こ
れらの人的、物的環境が子どもに対してよい影響
を与えていると感じている様子がうかがえた。
日頃の母親の育児の相談相手として多い回答は

「パートナー」「友人・知人」であった。「友人・
知人」は子どもの友達の母親、いわゆるママ友の
ことであり、日頃から相談相手として関わってい
ることがわかる。また今回の調査の回答者は０、
１歳児で一人の子どもをもつ親、つまり初めての
育児を経験する人が多いことから実際に口コミで
情報を得たいと考えているという記述もみられる。
しかし、自粛期間中の子どもの遊び相手は「子ど

もの友だちと遊ぶ」の回答数は少なく、実際には
対面をして話していない現状にあったことがわか
る。母親が困っていることとして、「ママ友に会っ
て話せず、また周りのママ友からの口コミ等の育
児情報が入手しにくい」ことが記されていたこと
からも対面で話すことができない状況が考察でき
る。
以上の事から本研究では、センターが利用でき
ない期間の問題点として、子どもの遊び環境に関
すること、人と関われないこと、毎日の子どもと
の関わりや子どもの身体的なこと、毎日の生活の
中での親の困り事、親のストレスや孤立等があげ
られていた。しかし、自粛期間後のセンター利用
においての記述では、安心して子どもを遊ばせら
れる場所、人と関わることによる子どもの成長、
母親自身が人と話し、人と交流する中でのストレ
ス解消、また居場所、相談場所としてのセンター
利用に関する利点がみられた。さらにはセンター
職員からの聞き取りにより、対面で母親と話すこ
とで子どもの様子を観察し、その場で助言できる
ため、発達の遅れ等を早期に発見することにも繋
がる利点等も挙げられたことから人と対面で接す
ることは親子にとってはメリットがあるのではな

・開館後の２０２０年６月当初は人が集まる場所に親が用心して来所を控えていた様子がみられた。
・自粛期間後に来所した時には、自宅以外で遊んだり、親以外と接する機会がなかったため、人見知りが強くなっ
たと訴える親が多かった。

・気軽に行ける場所、おしゃべりをする機会がなく、ストレスを抱えている母親が多い。
・父親が在宅ワークで、子どもが騒ぐと仕事に差し支えるため、自宅で過ごすことができない。そのため、午前も
午後も来所する親子がみられる。

・外出しなくても困っていないと感じている親子には、子育て情報が届いておらず、問題が見えづらくなっている。
ある母親からセンター利用は必要ではないと思っていたがコロナ禍以前に来所した際、講座等があることをセン
ター職員から聞き、参加したかったという声もあり、地域の親に子育て情報が行き届いていないことを感じた。
また発達が遅い子どもに対しては早々にセンターに来所していれば、子ども同士の関わりをもつことができたり、
職員も早い段階で、直接子どもをみて、助言することもできたのではないかと思う。

・育児相談は現在、電話での対応と対面のみの対応のため、チャット等も利用することが必要ではないかと考えて
いる。

・講座等の行事もコロナ禍の中で、取りやめとなっており、その対応も必要だと考える。
・センターの滞在時間は１時間、１５組と決まっているため、同時間に沢山の人が来所すると、入館を断るケースが
あったり、人の入れ替えを行ったりするため、相談に対してしっかりと聞けない時もある。来所者に対しては、
今まで以上に丁寧に対応するように心掛けている。

表８ センター職員からの聞き取りから
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いかと考えられる。来所を通して人と直接、関わ
ることに意義があると捉えることができた。
自粛期間中の親子の問題やセンターを利用する
ことでの親子の利点を通して、来所する親子に
とってのセンターの役割の必要性を考察すること
ができた。

２．センターの課題と今後の方向性

センターの課題としては、以下の事があげられ
る。コロナ禍のため、育児に関する講座や行事に
ついては行われていない状況がある。また滞在時
間の制限があるため、相談に関しては十分にセン
ター職員も対応できないとの職員からの聞き取り
があった。子どもとの関わりが分からない親や、
情報を入手しにくいこと、子育ての不安等の親の
悩みもみられた。こうした状況に対応するための
代替、補充処置を講ずる必要がある。そのために
は、自宅で親子が様々な遊び方を入手することで
楽しく過ごせ、また親子が孤立せずに過ごしてい
けるように、親からの育児相談や親が学べる育児
講座、子どもとの遊び講座等のセンター行事を何
らかの形で提供できることが望ましいと考えられ
る。滞在時間制限の補充処置として、また仮に緊
急事態宣言が発令され、センターが自粛し、閉館
した場合、人との繋がりが持てない状況を考える
と、どのように地域の親や子どもたちに不足な支
援を提供していくのか。例えば、母親同士の育児
の情報交換が対面でできないことに関しては、育
児の情報はネットで頼ることになるが、ネット情
報が氾濫している中で、情報に振り回され、より
一層、不安が増す親もいるとも考えられるため、
実際に話ができる育児相談の対応も必要である。
今後の方向性として、そうした状況下において
センター職員の相談等の補助的役割としてのオン
ライン等のICT活用が必要になるのではないかと
考えられる。画面を通しての相談を受けたり、手
遊びや絵本の読み聞かせ、体操等、画面の保育者
との遊びの提供を通して、子どもと親が一緒に遊
ぶことができたり、画面を共有して親同士の交流

を設けたり、育児講座を通して学んだりする機会
を得ることは親にとっての育児不安解消の一助と
なるのではないかと考えられるため、一つの案で
はあるが、今後のセンターの方向性として、検討
していく必要がある。パンデミックは今後も起こ
りうる可能性もあり、子育ての課題としてその対
応を考えておく必要がある。また母親は、子ども
の成長や母親自身の子育て不安の解消等の為にも、
人と関わることの大切さを重視していることから、
センターはコロナ禍においての感染予防について
十分に配慮をしながら、来所者同士、職員との関
わり等、来所者が安心してセンターで過ごし、人
とのつながりをもてるように環境を整備していく
ことが望まれる。
今後、コロナ禍での地域の拠点としてのセンタ
ーの役割は益々重要になると考えられる。

参考文献

1 ）川崎雅子、坂寄里紗、加茂登志子「コロナ禍
における子育て支援―インターネット親子相
互交流療法―」『子どものこころと脳の発達』
Vol.12 No.1, 2021, pp.71-78．

2 ）古川心「コロナ禍における子育て支援―In-
ternet Parent-Child Interaction Therapy
（I―PCIT：インターネット親子相互交流療
法）導入の試み―」『神戸親和女子大学研究
論叢』第54号，2021，pp41-49．

3 ）小嶋玲子、古田美津子、田中弘美「新しい生
活様式の中での子育て支援―コロナ時代にお
ける地域子育て支援センターの役割―」『桜
花学園大学保育学部研究紀要』第23号，2021，
pp.61-72．

鈴木：地域子育て支援センターの役割に関する一考察

３１


